













薬袋秀樹   
られ，司書職制度という形で確認され，充実されねば   






・倫理綱領が日本図書館協会会員に十分理解されている   
かどうかは明らかではない。その上，図書館職員め中   
で日本図書館協会会員は少数派である。  
・社会に対して倫理綱領をPRする手段は限られてお   
り，積極的なPRは行われていないため，倫理綱領は   
利用者や社会にはとんど知られていない。  
・倫理綱領の内容は，抽象的で具体性に欠けるため，利   
用者に対し具体的な内容について誓約することは困難   
である。  
・したがって，利用者や社会が図書館職員に対して批判   
を持ったときでも，倫理綱領は批判のための具体的な   
基準にはならない。  
・図書館職員に対する批判を公にすること札．図書館職   
員にマイナスになるため，利用者の批判は個人的な批   




なかった。   
後藤氏は，筆者の批判に触れることなく，第3項を引  
用し，その意義を説いている。では，この20年間，この  
















門職制度の確立にはつながらないことにある。   
そのプロセスを個条書きで紹介しておこう。  
・この綱領は，われわれの図書館員としての自覚の上に   
成立する。  
・これを公表することによって，われわれの共通の目的   
と努力，職業集団としての判断と行動を社会に誓約す   
ることになる。  
・その結果，われわれは図書館に期待する人びとと社会   
全体からの厳しい批判に自らをさらすことになる。  
・この批判の下での努力こそが図書館員という職業集団   
への信頼を生む。  
・図書館員の専門性は，この信頼によって利用者に支え  




















































を避l九 倫理綱領のような抽象的な規定によって司書職  












綱領に対する批判は不明確になっているのである。   
図書館破員が利用者の信頼を得るためには何をすれば  
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